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順 位 氏  名 地区名 スコア Ｈ１ 

優 勝 鐘居 忠男 富永小 ３９ ４ 

準優勝 田中 直夫  坂田西 ５０ ２ 

３ 位 増谷 綱一 西浅井 ５１ １ 

４ 位 松岡 純次 息 長 ５２ ２ 

５ 位 堤  賢三 坂田西 ５２ １ 

春
季
に
続
い
て
、
秋
季
大
会
が
長
浜

ド
ー
ム
に
て
10
月
14
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
も
多
く
の
方
々
の
参
加

を
得
て
、
和
や
か
な
が
ら
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
、
今
回
が
初
め
て
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
の
方
も
数
名
お

ら
れ
、「
と
て
も
面
白
い
。
ハ
マ
っ
て
し

ま
い
そ
う
で
す
」
と
話
さ
れ
、
と
て
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。 

今
後
も
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
皆
様
の
交
流
の
場
と
し
て
、
笑
顔

の
弾
む
ひ
と
時
と
し
て
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
育
部
会 

 

会 報 第４２号 

中川支部長と湖北支部より参加の皆様 

参加された９組４７名の皆様 

令和４年度秋季大会 成績優秀者 

 

 

  

晴
天
の
中
、
四
支
部
親
善
GG
大
会
が
東
近
江

市
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
で
１０
月
２６
日
に
開
催

さ
れ
、
四
支
部
で
８３
名
、
湖
北
支
部
か
ら
も
１０

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

試
合
結
果
は
、
優
勝
に
安
居
健
次
さ
ん
（
入

江
）、
準
優
勝
に
田
中
直
夫
さ
ん
（
坂
田
西
）
の

お
二
人
が
受
賞
さ
れ
、
湖
北
支
部
の
す
ご
さ
を

見
せ
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

湖
北
支
部
快
挙 
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「
丸
子
船
の
館
・
舞
鶴
引
揚
記
念
館
・ 

海
軍
記
念
館
の
一
日
研
修
旅
行
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
れ
以
上
は
無
い
絶
好
の
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
た
令
和
４
年
１０
月
１
日
（
土
）
、

四
年
振
り
と
な
る
一
日
研
修
旅
行
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
研
修
参
加

者
数
に
つ
い
て
不
安
で
し
た
が
、
各
地
区

幹
事
、
又
副
支
部
長
の
皆
さ
ん
の
働
き
掛

け
の
お
陰
で
２４
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。
車
中
に
あ
っ
て
も
、
研
修
先
に
あ
っ

て
も
穏
や
か
な
青
い
空
、
青
い
海
、
緑
の

山
、
爽
や
か
な
風
に
包
ま
れ
、
和
気
藹
々

と
久
し
振
り
の
旅
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま

し
た
。 

事
故
や
怪
我
も
な
く
無
事
終
了
で
き

ま
し
た
こ
と
、
参
加
者
皆
様
の
お
陰
様
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 研

修
部
会 

 

（上段）丸子舟の館       （下段）舞鶴引揚記念館前にて記念撮影 

参加された９組４７名の皆様 

 

「
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 

二
十
二
期 

ス
ポ
レ
ク 

 
 
 
 
 
 
 

佐
倉 

喜
代
隆 

 

引
揚
記
念
館
で
は
、
抑
留
さ
せ
ら
れ

た
方
々
は
国
の
た
め
頑
張
っ
て
居
ら

れ
た
の
に
、
敗
戦
で
何
の
罪
も
な
い
の

に
シ
ベ
リ
ア
へ
送
ら
れ
、
長
期
間
厳
寒

の
中
で
衣
食
住
が
不
十
分
の
生
活
で

重
労
働
を
強
い
ら
れ
苦
労
さ
れ
た
。
そ

の
状
況
を
説
明
と
展
示
品
で
研
修
さ

せ
て
も
ら
い
、
抑
留
者
の
苦
し
み
、
悲

し
み
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
気
に
な

る
。
不
法
と
思
え
る
ソ
連
の
抑
留
に
日

本
が
何
も
言
え
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
あ
る
。 

海
軍
記
念
館
で
は
、
日
清
・
日
ロ
戦

争
の
経
過
や
、
東
郷
元
帥
、
広
瀬
中
佐
、

杉
野
兵
曹
長
の
事
は
小
学
校
の
国
史

で
学
習
し
ま
し
た
が
、
当
時
と
し
て

は
、
日
本
国
と
し
て
最
上
の
方
策
で
あ

っ
た
の
か
？
勝
て
ば
官
軍
と
言
う
時

も
あ
る
が
、
何
は
と
も
あ
れ
、
戦
争
は

絶
対
に
不
可
だ
。
平
和
ボ
ケ
す
る
く
ら

い
平
和
の
有
り
難
さ
を 

感
じ
る
研
修
で
あ
っ
た
。 

 

         

「
同
窓
会
行
事
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 

四
十
二
期 

園 

芸 

 
 
 
 
 
 

 
 

若
狭 

忠
治 

  

卒
業
後
、
初
め
て
の
参
加
は
バ
ス

旅
行
で
、
久
し
く
諸
先
輩
の
方
々
と

の
会
話
が
は
ず
み
、
楽
し
い
一
日
で

し
た
。
私
に
と
っ
て
「
舞
鶴
引
揚
記

念
館
」
の
訪
問
は
過
去
を
思
い
出
し

ま
し
た
。 

今
か
ら
七
十
七
年
前
に
朝
鮮
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
私
は
、
展
示
さ
れ

て
い
る
資
料
や
体
験
話
で
、
当
時
の

過
酷
な
状
況
下
で
引
揚
し
て
き
た
母

に
対
し
感
謝
の
念
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
度
の
研
修
旅
行
で
良
い
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 

《研修旅行の行程》 

・丸子船の館  

・舞鶴引揚記念館  

・舞鶴海軍記念館  

・昼食 日本料理「加寿美」         

・日本海さかな街 

 

かつての引揚船の写真 
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今
年
度
は
、
同
窓
会
本
部

事
業
と
し
て
各
支
部
に
よ

る
「
琵
琶
湖
岸
一
斉
清
掃
」

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
湖
北

支
部
は
「
長
浜
さ
い
か
ち
浜

清
掃
活
動
」
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 
 

さ
い
か
ち
浜
は
風
光
明

媚
な
場
所
と
し
て
県
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
立
ち
寄

ら
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
こ
の
日
も
県
外
の
サ
ー

フ
ィ
ン
仲
間
が
お
ら
れ
、
清

掃
活
動
に
飛
び
入
り
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
沢
山
の

ゴ
ミ
が
回
収
で
き
、
綺
麗
な

浜
辺
に
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
清
掃
活
動
に
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

地
域
活
動
部
会 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
令
和
元
年
以
来

の
剪
定
支
援
を
11
月
16
日
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
湖
北
支
部

と
し
て
長
く
続
け
て
き
た
も
の
で
、
園

芸
学
科
卒
業
の
方
は
も
と
よ
り
、
剪
定

の
プ
ロ
と
思
し
き
方
も
多
数
お
ら
れ
、

流
石
に
出
来
上
が
り
も
非
常
に
き
れ

い
な
も
の
で
し
た
。 

参
加
い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

地
域
活
動
部
会 

参加者の皆さんの記念写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

琵
琶
湖
岸
清
掃
作
業
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら

岸
辺
の
砂
浜
は
美
し
い
所
だ
と
思
い
描
い

て
い
た
が
、
様
々
な
ゴ
ミ
を
見
て
失
望
。
私

た
ち
の
生
活
か
ら
の
残
留
物
で
あ
る
ゴ
ミ

を
減
ら
し
、
美
し
い
湖
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。 

ふ
と
！ 

米
大
リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
選
手
が

球
場
で
ゴ
ミ
を
拾
う
姿
と
重
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
素
晴
ら
し
い
活
動
に
讃
辞
を
お
く

り
、
今
後
も
参
加
し
た
く
思
い
ま
す
。 

沢山のゴミが回収されました 回収ゴミの整理の様子 

きれいな琵琶湖守ります 

湖岸清掃の一コマ 

まさにプロの技でした 銀杏の剪定の様子 剪定後の枝木の後始末 

剪定支援活動参加者の記念写真 
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No 支部 発表テーマ 発表者 期 学科名 

1 湖 東 琵琶湖岸・松原水泳場の清掃活動 寺嶋作雄 40 園   芸 

2 湖 北 長浜さいかち浜清掃活動 西嶌正美 39 地 域 文 化 

3 中 部 初めての湖岸清掃活動と桜の花路を楽しむ会 前田邦博       

須田進一 

40   

39 

健   康    

園   芸 

4 近 江 八 幡 湖岸道路沿い周辺の一斉清掃活動 森 善 祐 32 地 域 文 化 

5 草津・栗東 びわこ岸清掃活動について 藪 健 治 35 園   芸 

6 高 島 おもちゃ病院の紹介 川尻耕生 37 びわこ環境 

7 甲賀・湖南 陶芸活動の展開（湖南市陶芸部の活動） 林 弘 實 33 陶   芸 

8 守山・野洲 守山市の名所・旧跡の観光ガイド活動 中務正人 38 地 域 文 化 

9 大 津 瀬田地域小学校の「図書整理活動を楽しく」 中川幸子 37 地 域 文 化 

No 支部 発表テーマ 発表者 期 学科名 

1 湖 東 琵琶湖岸・松原水泳場の清掃活動 寺嶋作雄 40 園   芸 

2 湖 北 長浜さいかち浜清掃活動 西嶌正美 39 地 域 文 化 

3 中 部 初めての湖岸清掃活動と桜の花路を楽しむ会 前田邦博       

須田進一 

40   

39 

健   康    

園   芸 

4 近 江 八 幡 湖岸道路沿い周辺の一斉清掃活動 森 善 祐 32 地 域 文 化 

5 草津・栗東 びわこ岸清掃活動について 藪 健 治 35 園   芸 

6 高 島 おもちゃ病院の紹介 川尻耕生 37 びわこ環境 

7 甲賀・湖南 陶芸活動の展開（湖南市陶芸部の活動） 林 弘 實 33 陶   芸 

8 守山・野洲 守山市の名所・旧跡の観光ガイド活動 中務正人 38 地 域 文 化 

9 大 津 瀬田地域小学校の「図書整理活動を楽しく」 中川幸子 37 地 域 文 化 

No 支部 発表テーマ 発表者 期 学科名 

1 湖 東 琵琶湖岸・松原水泳場の清掃活動 寺嶋作雄 40 園   芸 

2 湖 北 長浜さいかち浜清掃活動 西嶌正美 39 地 域 文 化 

3 中 部 初めての湖岸清掃活動と桜の花路を楽しむ会 前田邦博       

須田進一 

40   

39 

健   康    

園   芸 

4 近 江 八 幡 湖岸道路沿い周辺の一斉清掃活動 森 善 祐 32 地 域 文 化 

5 草津・栗東 びわこ岸清掃活動について 藪 健 治 35 園   芸 

6 高 島 おもちゃ病院の紹介 川尻耕生 37 びわこ環境 

7 甲賀・湖南 陶芸活動の展開（湖南市陶芸部の活動） 林 弘 實 33 陶   芸 

8 守山・野洲 守山市の名所・旧跡の観光ガイド活動 中務正人 38 地 域 文 化 

9 大 津 瀬田地域小学校の「図書整理活動を楽しく」 中川幸子 37 地 域 文 化 

 

「
会
報
こ
ほ
く
」 

第
42
号 

 

発
行
元 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア 

大
学
同
窓
会 

湖
北
支
部 

発
行
責
任
者 

中
川
豊
太
良 

編
集
責
任
者 

遠
藤 

 

博 

湖
北
支
部
事
例
発
表 

「
長
浜
さ
い
か
ち
浜
清
掃
活
動
」 

地
域
文
化
39
期 

西
嶌
正
美 

編

集

後

記 

 

令
和
四
年
度
は
、
し
ば
ら
く
中
止
さ
れ

て
い
た
各
種
行
事
も
再
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
や
っ
と
本
来
の
活
動
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
会
報
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
研
修
旅
行
、

清
掃
や
剪
定
支
援
の
活
動
を
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
同
窓
生
の
方
々
が
久
し
ぶ
り
に

会
っ
て
話
せ
る
こ
と
の
喜
び
を
、
そ
の
笑

顔
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
を
頂
き
ま

し
て
、
同
窓
会
支
部
活
動
が
よ
り
一
層
盛

り
上
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。   

ま
た
、
昨
年
10
月
よ
り
彦
根
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
転
し
、
募
集
定
員
を
上
回
る
78
名

の
新
期
生
が
入
学
さ
れ
、
先
々
に
期
待
の

持
て
る
兆
し
が
見
え
ま
し
た
。
同
窓
生
の

方
の
募
集
活
動
へ
の
ご
支
援
も
大
き
な
力

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
、
「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
実
感
す
る
一
年
で
し
た
。 

 

第
十
四
回
地
域
活
動
事
例
発
表
会
が

12
月
14
日
に
草
津
キ
ャ
ン
パ
ス
大
教
室

で
あ
り
ま
し
た
。
各
支
部
か
ら
の
多
く
の

参
加
者
を
前
に
し
て
、
９
支
部
１０
名
の

方
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表

も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
説
明
で

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
熱
心
な

説
明
で
活
動
へ
の
思
い
や
熱
意
が
直
に
伝

わ
っ
て
く
る
非
常
に
良
い
発
表
会
に
な
り

ま
し
た 

湖
北
支
部
か
ら
は
副
支
部
長
の
西
嶌
さ

ん
に
代
表
し
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

     

               

                      

             

                  

湖北支部 事例発表の資料より 

発表者の西嶌正美様 湖
北
支
部
の
事
例
発
表
で
は
、
冒
頭

に
、
二
〇
六
名
の
会
員
（
令
和
四
年
現

在
）
を
有
す
る
中
で
続
け
て
き
た
近
年
の

活
動
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
、
地
域
活
動
に
お
い
て
は
、
今
回

の
発
表
テ
ー
マ
「
長
浜
さ
い
か
ち
浜
清
掃

活
動
」
と
、
平
成
３０
年
か
ら
続
く
「
長
浜

養
護
学
校
校
庭
の
剪
定
作
業
」
の
活
動
に

つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
長
く
継
続
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。  

 
 

ま
た
、
湖
北
の
地
域
の
魅
力
を
動
画
や

音
楽
を
交
え
て
語
る
発
表
は
、
会
場
の
多

く
の
皆
様
が
興
味
を
も
っ
て
聞
か
れ
、
良

き
印
象
に
残
る
発
表
で
し
た
。 

上記が支部別の発表テーマ一覧表です 

発表者の西嶌様 


